
　
　
　
　
　
　

熊
本
地
震
を
受

け
て
、
南
島
原
市
の
防
災
対

策
で
見
直
す
点
が
あ
っ
た
ら

報
告
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　

災
害
に
備
え
て

備
蓄
す
る
こ
と
は
最
良
の
方

策
だ
と
認
識
し
た
。

　

次
に
、
業
務
継
続
計
画
の

必
要
性
を
実
感
し
た
。ま
た
、

災
害
発
生
に
備
え
た
市
役
所

内
の
実
践
的
訓
練
も
必
要
で

あ
る
。
防
災
無
線
は
、
今
年

度
中
に
は
整
備
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

深
江
庁
舎
賃
貸

に
つ
い
て
は
克
服
す
べ
き
問

題
が
４
点
あ
る
。

　

１
つ
が
深
江
町
民
感
情
論
。

深
江
町
民
は
、役
場
・
公
民
館
・

図
書
館
・
伝
承
館
を
深
江
の

宝
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、

あ
の
場
所
の
土
地
所
有
者
だ

っ
た
人
は
、
そ
の
考
え
が
強

い
。
当
局
は
、
町
民
感
情
を

理
解
し
な
い
で
は
事
が
進
ま

な
い
と
理
解
す
べ
き
だ
。

　

２
点
目
は
駐
車
場
確
保
問

題
。
ど
の
よ
う
に
し
て
駐
車

場
を
確
保
す
る
の
か
。

　

３
点
目
が
賃
貸
料
の
問
題
。

庁
舎
２
階
６
８
０
㎡
と
駐
車

場
１
３
０
台
分
で
年
間
１
３

０
万
円
の
賃
貸
料
は
安
す
ぎ

る
。
会
社
と
交
渉
す
べ
き
だ
。

４
点
目
が
Ｎ
Ｔ
Ｍ
の
１
０
０

名
雇
用
問
題
。
南
島
原
市
は

今
、
求
人
数
に
対
し
て
、
応

募
数
が
足
り
な
い
状
況
だ
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
た
に

Ｎ
Ｔ
Ｍ
が
１
０
０
名
の
雇
用

を
募
集
し
た
ら
、
南
島
原
市

の
中
小
零
細
企
業
に
悪
影
響

を
与
え
る
恐
れ
が
強
い
。

　
　
　
　
　

駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
整
備
と
拡
張
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
賃
貸
料
に
つ
い
て

は
企
業
と
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

雇
用
問
題
は
、

数
字
の
上
か
ら
は
悪
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
一
概
に
そ
の
よ
う
に

捉
え
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
問
題
、
給

食
セ
ン
タ
ー
設
置
問
題
、
国

政
問
題
。

　

国
政
問
題
で
は
、
集
団
的

自
衛
権
に
つ
い
て
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
経
済
政
策
に
つ
い
て
、

元
海
兵
隊
員
の
女
性
死
体
遺

棄
問
題
に
つ
い
て
の
３
点
に

つ
い
て
市
長
に
質
問
。

副市長／整備と拡張の両
面から検討を進めなけれ
ばならない

　
深江庁舎敷地内の駐
車場はどのようにし
て確保するのか

深江庁舎敷地内の駐
車場はどのようにし
て確保するのか
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今
回
の
熊
本
地

震
は
、
震
源
が
有
明
海
と
の

報
道
も
あ
っ
た
。
今
後
、
地

震
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
、

体
制
作
り
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

台
風
、
水
害
、

今
回
の
よ
う
な
地
震
な
ど
災

害
が
あ
る
が
、
災
害
ご
と
の

避
難
体
制
、
災
害
対
応
の
体

制
は
違
っ
て
く
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
対
策
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

災
害
が
発
生
す

る
と
個
人
や
家
族
の
力
で
は

限
界
が
あ
る
。
近
所
の
人
が

互
い
に
協
力
し
て
、
防
災
活

動
に
取
り
組
む
組
織
が
自
主

防
災
組
織
で
あ
る
。

　

現
在
、
防
災
組
織
は
幾
つ

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

４
０
０
あ
る
が
、

実
際
に
活
動
さ
れ
て
い
る
の

は
、
僅
か
で
は
な
い
か
と
の

気
が
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
家
が
倒
壊
し
、
３
万

７
千
人
が
倒
壊
家
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
が
、
近
所
の
方

の
協
力
に
よ
り
、
８
割
の
方

が
救
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
自

主
防
災
組
織
が
災
害
の
時
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
自
主
防
災
組
織
の
充
実

を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

大
事
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
今
回
の
地

震
の
対
応
に
対
す
る
こ
と
も

含
め
、
し
っ
か
り
と
自
主
防

災
組
織
を
固
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　

も
う
ひ
と
つ
は
、

的
確
な
情
報
を
早
く
皆
さ
ん

に
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、

避
難
を
お
こ
な
う
こ
と
が
、

最
も
大
切
だ
。

　

市
長
は
平
成
28
年
度
の
事

業
で
、
防
災
無
線
の
戸
別
受

信
機
の
整
備
を
行
う
と
、
施

政
方
針
の
中
に
謳
っ
て
い
る
。

　

防
災
無
線
の
早
期
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
の

決
算
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　

赤
字
決
算
に
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

売
上
高
、
売
上

総
利
益
は
前
期
と
比
べ
伸
び

て
い
る
。
一
般
管
理
費
な
ど

の
経
費
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
に
赤
字
で
あ
る
が
、
こ

の
要
因
は
何
な
の
か
。
も
う

一
度
分
析
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　

宿
泊
関
係
、
料

理
、
飲
食
で
は
黒
字
だ
が
、

温
泉
を
利
用
さ
れ
る
方
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
が
赤
字

の
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
し

て
、
健
全
な
運
営
に
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　

増
収
を
図
る
こ

と
が
、
第
一
義
と
考
え
る
。

そ
の
意
味
で
は
料
理
の
メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
な
ど
、
あ
ら
た

な
展
開
を
し
た
い
。

　
　
　
　
　

私
の
目
か
ら
見

る
と
ま
だ
ま
だ
改
善
で
き
る

点
が
あ
る
の
で
も
う
一
度
真

剣
に
検
討
を
重
ね
て
欲
し
い
。

市長／大切なことだと思
　　　っている
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